

	活動名
	

	活動の種類
（複数選択可能）
	1. 課題当事者やその関係者などを対象とした調査活動
2. 他地域の先進事例の視察や調査活動
3. 上記調査結果をもとにした報告書の作成及び発行
4. 上記調査結果をもとにした報告会や学習会の開催
5. 上記調査結果をもとに、マスメディアなどを通じた市民や社会への発信、提言
6. 地方議会や議員、行政などへの政策提言活動（ロビイング）や、説明会、勉強会の開催
7. 調査結果を踏まえた関係者の意見調整や合意形成のための活動（地域円卓会議の開催など）
8. その他の調査・提言活動　　など

	活動テーマ
（いずれかを選択）
	1. 共に生きる未来　　　　　　～誰もが安心して暮らせる地域づくり～　
2. 未来世代と持続可能性　～未来の担い手やライフスタイルづくり～
3. 地域資源の再活用　　　　～知恵と交流で未来をつくる～　　　

	当基金より受けたい
非資金的支援
	

	団
体
情
報
	団体名
	

	
	代表者役職名
	

	
	代表者名
	 eq \o\ac(○,印)

	
	担当者役職名
	

	
	担当者名
	

	
	住　所
	〒


	
	電　話
	

	
	ＦＡＸ
	

	
	ｅメール
	

	
	設立年
	　　　　　　　　　　年

	
	会員数
	

	
	これまでの
活動概要
	


	この活動で取り組む
地域の課題
	

	この活動の目的
	

	どのような活動を、いつ、どこで、どの ように取り組むか、５Ｗ１Ｈを具体的にお書きください。
	

	活動の対象
	

	実施スケジュール
	

	活動の協力者や
連携組織
	協力者名や組織名だけではなく、連携内容や役割分担を具体的にお書きください。
（例）○○市教育委員会や○○小PTA：小学校児童・家庭に対する広報


	団体の強みと課題
	（強み）

	（課題）


	活動によって生み 出される新たな「居場所」と「出番」
	『茨城県新しい公共推進指針』を参考に、誰に対してどのような「居場所」と「出番」が生まれるかをお書きください。


	他団体の取り組み
との違い
	

	他団体にとって
モデルとなる点
	

	当該活動の
収益・費用
	助成金を含めた収益・費用を、当該活動の予算書として別紙にまとめてください。できるだけ具体的にまとめると、実現可能性が高いと審査されます。

	助成期間終了時
のこの活動の
評価指標
	「△△が○○になっている」など、できれば数値目標とともに、あるべき状態を記入。


	活動によって
生み出される
中長期的成果
	上記の地域課題が、どのように解決されていくかなどを書いてください。


	助成期間終了後、どのようにこの活動を継続・発展させますか？
	活動自体も持続可能であってほしいと願っています。助成期間終了後に、財源の確保も含め、どのように　当該活動を継続・発展させるかをお書きください。


	市民や団体からのご寄付を原資として助成します。寄付者へのメッセージや約束などをお書きください。
	


· 必要に応じて欄の大きさを変えていただいて構いません。最大3ページです。
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